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近年，豪雨や暴風などの災害が増えています。そして，今後も増えると予想される
災害に対して，研究室では，災害時の弱者の環境に着目して，何か備え「＝減災」は
できないだろうか，と考えてきました。現在，災害からの「減災」を進めるために，
デザインの力で何ができるのか，その可能性を多面的に考察して，実践に活かして
いく研究を進めています。研究テーマは，「心の減災デザイン」。子どもや高齢者が，
災害時に自分の身を守ることに加えて，自分で考えて，自分で行動できるように
支援することが研究目的です。
本研究は，減災の関連学会などが主催するデザイン・アイデアコンペに参加して，

下記の5作品が受賞しています。また，書籍化（共著）されています。

＊今後の研究は「フェーズフリー」へ

フェーズフリーとは，身のまわりにあるモノ
やサービスを「日常時」と「非常時」という
フェーズ（＝社会の状態）からフリーにして，
「いつも」と「もしも」に関わらず，私たちの
生活の質を向上させて，さらに，命を守って
くれるモノにしようという考え方です。

タイトル コンペ名 年度 受賞名

1 減災支援段ボール 審査員賞

2 減災ファイル 入賞

3 減災えほん 2021 審査員賞

4 Public Paper Craft 入賞
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フェーズフリーアワード
＊一般社団法人）
　フェーズフリー協会主催

2022 入選

「心の減災デザイン」研究によるコンペ入賞実績/5作品

減災デザイン
&プランニングコンペ

＊一般社団法人）
　日本芸術工学会主催
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5 遊べる非常食
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